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海草（リュウキュウスガモ） の 花（左） と 実（右、実のなかには種子が入っています） 

沖縄本島沿岸の海草藻場 
沖縄本島の海草藻場では、いくつかの種類の海草が混生
して藻場が形成されています。 

岩場の海藻藻場 （ホンダワラ類） 
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リュウキュウスガモ 
沖縄本島では、最も一般的に見られる種であり、潮間帯か
ら水深1～3mに生育する。雌雄異株で、雌株が果実をつ
け種子からもふえる特徴がある。 

リュウキュウアマモ 
沖縄本島では、水深2m前後の砂地に、他種と混生して生
育する。形態がリュウキュウスガモとよく似るが、葉鞘が逆
三角形となり、葉には赤褐色の横縞がみられ、地下茎に節
がないことで他種と区別できる。 

ボウバアマモ 
沖縄本島では、比較的水深の浅い場所（1～2m）に生育
するが、乾燥に弱く潮間帯には生育しない。葉は円柱状で
あり、他種と区別できる。 

ベニアマモ 
沖縄本島では、潮間帯や水深の浅い場所で比較的まとまっ
た群落で生育する。地下茎にタンニン細胞があり、葉が赤
褐色になる株も見られる。 

ウミジグサ 
沖縄本島では、水深1～3mの砂地に他種と混生して生育
するが、大群落は形成しない。葉は他種に比べて細く、葉
鞘が細くくびれ白くなる特徴がある。 

ウミヒルモ 
沖縄本島では、潮間帯から水深10mまでに生育し、葉体に
は繊維分が少なく、窒素分を多く含有することから、ジュゴ
ンが好んで食べる種である。葉は小型の楕円形となり、茎
が赤くなる場合もある。 

代表的な沖縄の海草種の特徴 
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海草（リュウキュウスガモ）が
光合成のはたらきによって酸
素を放出しているようす 

海草藻場のはたらき その2 

海の生き物をはぐくむはたらき 
　豊かに茂った海草は、アイゴ（すく）や
ジュゴンなど草食性の動物の餌になりま
す。また、海草の葉や茎で覆われた藻場
の中は、外敵から身を隠すのに好都合な
絶好のすみ場所となり、海のゆりかごと
なっています。 

 

海草藻場は、海の生き物
の保育場・隠れ家 

海草が生えない場所は、底面の砂が露出して波によ
る侵食を受けやすくなります。 

海草に産み付けられたイカの卵 海草藻場に群れる稚仔魚 

海草藻場のはたらき その3 

漁業にとってのはたらき 
　藻場の中には、微小な藻類やヨコエビなどの甲殻類がすみ、それらを餌とする多くの生き物たちが
やって来ます。漁業にとって重要な種類の魚たちも、海草藻場に卵を産み、生まれた小さな子供たち
は、藻場の中で成長します。沖縄の特産品のオキナワモズクも、自然の海では、潮通しの良い海草藻
場の中で発芽し、そこから海草藻場の外側まで広がっていくと考えられています。 

海草藻場のはたらき その4 

環境を守るはたらき 
　海草は、海底にぎっしり根を張るため、砂の
移動を防ぎ、海底の地盤を安定させる効果を持
っています。また、水中からいろいろな物質を栄
養として吸収するため、水をきれいにするはたら
きもあります。 

海草藻場のはたらき　その１
有機物の生産、ＣＯ2の吸収 

海草藻場のはたらき　その2、3 
魚介類の成育場としての機能 

海草藻場の多様なはたらき 

リュウキュウアマモ 

ベニアマモ 

ボウバアマモ 

サンゴ礁 

海草藻場のはたらき　その4 
水質浄化の機能 

海草藻場のはたらき　その４ 
地盤を安定させる機能 

海草藻場のはたらき　その2、3 
魚介類の産卵場としての機能 

海草藻場のはたらき その1 

豊かな海を作る 
　海草藻場は、太陽の光と二酸化炭素※1によって光合成を行い、海の食物連鎖の基となる有機物を
生産します。その量※2は、熱帯や温帯の森と同じくらいだといわれています。 
 
※1海草は光合成の際に地球の温暖化の原因と
なる二酸化炭素（CO2）を吸収します 
※2年間の単位面積（1㎡）当たりの純生産量 
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出典：サンゴ礁域の増養殖 

（諸喜田茂充 編著、緑書房） 

サンゴ礁域の地形 －代表的な裾礁の模式図－ 
Ⅰ．礁池（イノー）／Ⅱ．礁原（干瀬）／Ⅲ．礁斜面／Ⅳ．縁脚系 

①．板干瀬（ビーチロック）／②．海草帯／③．海藻類／④造礁サンゴ類／⑤水路 

礁 原 

本部町備瀬埼海岸 

礁池（イノー） 

海 　
草 

　
　
藻 

　
　
　
場 

何種類かの海草が交じって生えている海草藻場 
丸い葉のボウバアマモとやや太い葉をもつリュウキュウアマモが混生している状態
（左上と下）、右上は海藻（ホンダワラ類）と海草が混生した海草藻場 

沿岸の礁池（イノー）のウミヒルモの群落（左）と、深場に見つかったウミヒルモ類の群落（右） 



その1 種子（たね）から種苗を育てる技術 
　藻場から採取してきたリュウキュウスガモの種子（たね）を、陸上水槽で発芽・育成させて種
苗を生産する技術が確立されました。これら育成した種苗を、海草の少ない場所や生えてい
ない場所に移植して、海草藻場をふやす技術開発に取り組んでいます。 
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埋立てによって消滅する海草藻場 
サンゴ礁が作った礁池（イノー）は、浅くて静かなため埋立ての工事も比較的簡単に行えま
す。そのため、沖縄本島の沿岸では埋立てが進行し、それとともに海草藻場が急速に消滅
しています。（海中にみえる緑の影が海草藻場） 

陸上からの赤土の流出 
赤土が流出した河口（左）と、赤土に埋もれて生育阻害を起こした海草（右） 

【海草をふやす技術の開発】 

種子（たね）から育てるリュウキュウスガモの種苗の作り方 

①リュウキュウスガモの種子（中央）を水槽に植えつけます。 

②発芽した種子 

③1ヶ月後 

④6ヶ月後 

⑤1年後 

⑥陸上水槽で育成したリュウキュウスガモの種苗 
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その2 親株から地下茎でふやす 
　自然の海草藻場から採取してきた海草を親株にして、これを陸上水槽で育てると、海草は地下茎
を伸ばして、新しい株をふやします。いくつかの種類の海草を同時にふやして、自然の植生にあわせた
混生種苗を作る技術も開発しました。 
 また、ヤシマットなど天然素材を利用した苗床に、親株を植えてふやす方法も開発しました。ヤシマ
ットの苗床を使うと、陸上でふやした海草を海に戻したときに、波に持ち去られたり、砂に埋まったりす
ることが少なく、作業も簡単に行えるなどよい点があります。 

親株から地下茎でふやす混生種苗の作り方 

ヤシマットの苗床を使った混生種苗 

①親株を採取します 

②水槽に植えつけます 

③いくつかの種類の海草を 
　同時にふやします 

④リュウキュウスガモと 
　ベニアマモの混生種苗 

ヤシマットを使った海草種苗の海への移植 

①砂地盤に金網で固定したヤシマット ②移植4ヵ月後の状況 

台風による波でえぐられた海草藻場 

③移植6ヵ月後の状況 ④移植1年6ヵ月後の状況 

ベニアマモ ウミヒルモ 

水ゴケに植えて 
発芽させた 
リュウキュウスガモ 

　沖縄本島には毎年台風が来襲し、沿岸は大きな波に洗われます。時には海草が砂ごとえぐりとられ
ることもあります。 
　陸上水槽で育てた海草種苗を海底に移植する場合には、台風時期を避けることや海草が根づく
まで、波により流されたり、砂により埋まったりしないような工夫が必要となります。これまでの試験によ
って、“ヤシマット”を使って海草を海に移植する方法が有効なことが分かり、天然海域で海草藻場
を再生することに目処がつきました。 

【海草を海に移植する技術の開発】 

ヤシマット 

砂地盤 



グンバイヒルガオ ミナミコメツキガニの群 ムラサキオカヤドカリ ルリマダラシオマネキ 

熱帯性海草の群落 クロナマコ ホンダワラ類 アイゴ類 

枝状ミドリイシ類とスズメダイの仲間 テーブル状ミドリイシ類とスズメダイの仲間 

沖縄本島沿岸を泳ぐジュゴン 

本冊子は、沖縄特別振興対策関係調査等委託費による水産庁委託事業ジュゴンと漁業との共存のための技術開発委託事業
（旧ジュゴン保護対策調査委託事業）の一環として作成しました。 
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